
（別紙３）

～ 2025/3/31

（対象者数） 10 （回答者数） 8

～ 2025/3/31

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・継続して交流がもてるよう、イベントに合わせての交流や

園庭遊びなどで遊べるよう続けていきたい。

2 ・引き続き、防災時を想定して訓練を続けていきたい。

3

・ほかにも挑戦している姿や事業所内で取り組んでいること

など、療育内容や目的等を共有できるように発信をしていき

たい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・活動場所以外の着替えコーナーや昼寝、休憩スペースの確

保をしたい。

・広さは限られているため、パーテーションの設置や教具の

見直し等をしたい。

2
・利用時間が重ならない時間帯もあるため、その時に個別療

育や療育内容を変更する。

3
・モニタリング以外にも必要に応じて、定期的に面談をして

いきたい。

・地域交流として、同法人内の保育園との交流（イベントへの

参加、園庭遊び）が行えること。

・同年代の児童同士が交流を持てるよう、イベントに合わせて

療育プログラムを決定している。

・防災時（主に地震、火事）の訓練が行えていること。
・防災コンサルティング会社の方による実践研修や情報伝達訓

練などを定期的に行っている。

・毎月のたよりで療育の様子を保護者に知らせたりInstagram

で外部に向けて発信をしていること。

・児童が頑張っている姿や楽しんでいる様子など、こどもの表

情がわかるように毎月のたよりでは保護者向けに発信を心掛け

ている。

・Instagramでは、事業内容が伝わるように発信をしている。

・保護者との面談の機会をもてることが少ないこと。 ・モニタリングに合わせて面談を行うことが多かった。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・特性に応じた対応時のスペースや教具が不足に感じる。 ・安全管理を行いやすいよう、オープンな空間になっている。

・児童発達支援と放課後等デイサービスの利用児童が重なる時

間帯があり、活動内容や療育プログラムを分けられるようにし

たい。

・送迎にでる職員もいるため、職員体制を見直す必要がある。

2025/3/1

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025/3/31

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 かなゆめキッズま～る

○保護者評価実施期間
2025/3/1

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


